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ふりがな いっぱんしゃだんほうじんおかやませいしんいりょうあどぼけいとせんたー 

団体名 一般社団法人おかやま精神医療アドボケイトセンター 

代表者名 岡本由美 

連絡先 

住所 
岡山市南区福成 3 丁目 6 番 22 号 
 

TEL 070-1496-7508 

E-mail itou@okayama-public-lo.jp 

URL https://okayama-adovocate.org/ 

設立年（西暦）     2022  年 

助成活動名 精神科病院へ入院する方へのアドボケイト活動 

助成額     1,200,000 円 

活動内容 

目的 

当団体は、任意団体として 2022 年 6 月に活動を開始し、2022 年 12 月 12 日
に一般社団法人を設立しました。当団体の事業は本人が自らの権利を擁護する
ことが困難になる可能性が高い精神科病院に入院している方の意思表明支援を
柱としたアドボケイト活動です。今般の精神保健福祉法改正において、アドボ
カシーの一端を担う入院者訪問支援事業が導入され 2024 年からは施行となりま
したが、その対象範囲は限定的です。電話相談や各精神科病院への働きかけ、
普及活動に対する活動はその制度の枠組み外で、資金助成はありません。当団
体は今年度から本格的にアドボケイト養成及び電話相談及び訪問活動を開始し
ましたが、本活動の展開に関して助成を頂きたく貴財団の助成金の申請をさせ
ていただきました。 

内容 

（１） 関係機関とのネットワーク構築と連携による権利擁護 
岡山県内の精神科病院、岡山弁護士会、岡山県精神保健福祉士協会、岡
山県社会福祉士会、日本精神科看護協会、岡山県作業療法士会等の関係
団体とネットワークを構築し精神科病院入院者の権利擁護の推進を図り
ます。 

（２） 精神科医療に関する調査・研究・提言 
岡山県内の精神科病院の現状を分析し、精神科医療における課題を整 
理し、その解決方法を検討します。 

（３）精神科病院の現状を踏まえた精神科アドボケイトについての普及活動 
   岡山県内の精神科病院に対して、精神科医療アドボケイトの普及啓発・ 

理解の醸成を働きかけます。必要に応じて各精神科病院内で職員に向け 
た研修会を開催し精神科病院との共通理解や円滑な連携が図れる体制を 
作り精神科アドボケイト活動を発展させます。 

（４）岡山県外の精神科アドボケイト活動団体とのネットワーク構築 
   当団体の活動の質・精神科アドボケイトのスキルの向上を図ることを目 

的として、各都道府県で精神科アドボケイトの活動を担う他団体との経 
験交流及び情報交換を年間 1～２回設定します。また、全国的に精神科ア 
ドボケイト活動が普及でき、相互に研鑽を積み将来的には全国的なネッ 
トワークへ発展できるように連携を拡げていきます。 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初の計画からの変更点があったのは、精神科医療に関する調査・研究・提言
として岡山県内における精神科病院の現状調査についてです。２０２３年度～２
０２４年度において、当法人は岡山県内の精神科病院へ当法人の事業の説明会を
２３病院中１９病院に実施し（１病院は休床中）精神科病院内におけるアドボケ
イト活動の必要性を普及啓発しました。県内精神科病院と相互交流を図る中で、
現時点で精神科病院に対して早急に調査研究を一方的に実施し、各精神科医療機
関の現状や取り組みに関する評価を行うことは、精神科病院側の抵抗感や拒否感



を招き、連携等に影響を与える可能性があると考えました。そこでまずは、訪問
支援を受けた入院患者へのアンケート調査を行いました。加えて新たな試みとし
て、希望のあった岡山県内の精神科病院に対して虐待防止研修会への協力を行い
ました。その研修の中で、精神科病院内の現状を聞き取る機会を作り、情報共有
の場が持てるように工夫しました。研修内容に、精神科病院に入院経験のある当
事者からの講義も取り入れたところ、当事者からの視点や捉え方を学び深める機
会となったとの好評もいただき、次年度の要請にもつながりました。 

成果 

（１）関係機関とのネットワーク構築と連携による権利擁護 
各関係団体に研修の後援をいただくとともに研修の案内や事業の報告冊子など
を約２００か所に送付しました。要請のあった団体（岡山県精神保健福祉士協
会、岡山県社会福祉士会、岡山県精神科医療センター、万成病院、玉野市精神
障害者総合支援協議会等）に対して講師を派遣し、精神科医療における権利擁
護の重要性及び当法人の事業について普及啓発を行いました。 
（２）精神科医療に関する調査・研究・提言 
上記当初の計画からの変更点に挙げている通り、２０２４年度においては、訪
問支援を受けた入院患者からのアンケート調査を行いました。アンケート結果
としては、2023（令和 5）年 10 月から 2025（令和７）年 3 月までで、69 件の
返信があり（返信率：68.3％）「アドボケイト（訪問支援員）に相談してみての
感想」については、69 件すべてに記載がありました。内容としては、「良かっ
た」、「楽しかった」、「話をして少し楽になった」、「気持ちが楽になった」とい
う肯定的な意見が 61 件（88.4％）でした。中には、「話を聴いてもらい、気持
ちが軽くなり、その後頑張ることができた」、「自分自身の問題に気づくことが
できた」といったセルフアドボカシーに繋がる感想もみられました。一方で
「普通」、「指導をして欲しい」、「聞くだけは聴いてもらいましたが」等の肯定
的と肯定的とはいえない感想も 8 件（11.6％）がありました。回答率が７割近く
あり、９割近くが肯定的な意見であることから、入院者にとって外部から訪問
して話をしっかりと聞いてもらえる体験は必要とされていることが推測されま
す。 
（３）精神科医療の現状の把握と精神科医療アドボケイトについての普及活動 
岡山県内の精神科病院１２か所に対して精神科アドボケイトの事業説明を実施
しました。また、２０２５年１月に岡山県内の精神科病院、関係機関へ当事業
の事業報告及び意見交換会を開催しました。その中では、アドボケイト活動経
験者（精神科の看護師や入院経験のある方）からの実践報告も行い、具体的な
活動内容やイメージを各機関に共有することによって共通理解や円滑な連携が
図れる体制を作りに繋げました。 
その他、アドボケイト活動におけるフォローアップ研修を１２月に実施しまし
た。研修の中では、精神科アドボケイトとして行う訪問支援活動の中で求めら
れる対話の在り方について焦点を当て、ダイアログ・リフレクティング実践の
経験豊かな講師を招き、学び深めました。アドボケイト個人の対話の技術の向
上のみならず、アドボケイト活動全体の活性化や質の向上につなげました。 
（４）岡山県外の精神科アドボケイト活動団体とのネットワーク構築 
当団体の活動の質・スキルの向上を図ることを目的として、他県で同事業を展
開している他団体との経験交流及び情報交換会を２０２５年２月に行いまし
た。東京都、和歌山県、静岡市、岡山県・岡山市の事業担当者や活動団体が参
加し各地の実践共有・課題の分析・アドボケイトに対するフォローアップの方
法等についての意見交換を行い、アドボケイト活動の意義や今後必要な取り組
み内容についての検討を行いました。 

今後の課題と対
応策 

今後の課題としては、岡山県内の精神科病院への当事業の定着と浸透及びその成果や有
用性を分析し発展させていくことが必要であると考えています。事業を開始し当初は新た
な取り組み・開始した事業として一定程度注目され、その必要性も受け入れ活動を開始す
ることができました。当事業の開始から 3 年目となり、事業を継続していくなかでより具
体的で定量的な成果や効果を実証することが求められると考えています。例えば当事業を
継続していく中で、１）実際訪問支援を受けた方への効果、２）受け入れ病院側への効
果、３）アドボケイト活動参加者への効果、４）地域社会への効果など各立場への効果が
実証されることによって、全体的に精神科病院に入院している方の権利擁護の推進と拡充
に資する活動に成長し、より発展していくことが必要です。その対応策として、今後は当
事業に関する１）～４）調査研究の活動を充実させていくことを目指します。 



写真の提出 

 
 
２０２４年１２月 
フォローアップ研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２０２５年２月 
ネットワーク会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


